
 聖書に出てくるアハブ、イゼベル、アタリヤ、そしてエリヤは、ヘロデ、
ヘロデア、（サロメ）、そしてバプテスマのヨハネと似ていますよね。

 

聖書の物語におけるアハブ、イゼベル、アタリヤ、エリヤと、ヘロデ、ヘロデア、サロメ、バプテスマのヨハネ
の間には、確かに共通するテーマやキャラクターのダイナミクスが見られます。これらの物語は、権力、信仰、
裏切り、そして復讐のテーマを探求しています。それぞれの物語を見てみましょう。

アハブ、イゼベル、アタリヤ、エリヤの物語  

アハブはイスラエル王国の王で、イゼベルと結婚しました。彼は妻の影響を受けてバアル崇拝を広め、こ
れがエリヤとの対立の原因となりました。
イゼベルは非常に強力な女性で、異教の神々を崇拝し、預言者エリヤと対立しました。
アタリヤはアハブとイゼベルの娘で、夫が死んだ後にユダの王位を掌握しました。彼女は自らの権力を保
持するために、王家の他のメンバーを殺害しました。
エリヤはイスラエルの預言者で、アハブとイゼベルのバアル崇拝に反対し、神の力を示すために多くの奇
跡を行いました。

ヘロデ、ヘロデア、サロメ、バプテスマのヨハネの物語  

ヘロデはユダヤの王で、彼の時代の重要な政治的指導者でした。
ヘロデアはヘロデの妻で、元々は彼の兄弟の妻でした。彼女はバプテスマのヨハネを嫌い、彼の死を企て
ました。
サロメはヘロデアの娘で、彼女の踊りによってヘロデを魅了し、バプテスマのヨハネの首を要求しまし
た。
バプテスマのヨハネはイエス・キリストの先駆者として知られ、罪の告白と悔い改めを説きました。彼は
ヘロデとヘロデアの結婚を非難し、その結果、ヘロデアの策略により処刑されました。

これらの物語は、権力の闘い、信仰への忠実さ、そして個人的な復讐の欲望を通して、人間の性質の深淵を探る
ものです。どちらの物語も、キャラクター間の複雑な関係と、個人の選択が大きな影響を及ぼすことを示してい
ます。

 ヨハネは、なぜ、ヘロデアの重婚を批判する必要があったのか  

ヨハネ（バプテスマのヨハネ）がヘロデアの重婚を批判した理由は、彼の強い道徳的および宗教的信念に根ざし
ています。ヨハネのメッセージは、悔い改めと神への回帰を中心に展開されており、彼はイスラエルの人々に罪
からの転向と、神の律法に従う生活を呼びかけました。ヘロデアとのヘロデの結婚は、いくつかの理由でユダヤ
法に違反していると見なされました。

1. 近親相姦的な関係: ヘロデアはヘロデの兄弟フィリポの妻であり、従ってヘロデの結婚は近親相姦と見なさ
れ得ました。ユダヤ法は家族内の特定の結婚を禁じており、この結婚は多くのユダヤ人にとって不道徳な
ものと見なされました。

2. 姦通: ヘロデとヘロデアは、それぞれが他の人と結婚している間に関係を持ちました。これはユダヤ法にお
ける姦通の禁止に明確に違反しています。



ヨハネは、このような行動を公然と非難することで、神の律法を守ることの重要性を強調しました。彼は特に権
力のある人々も、律法と神の命令に従う必要があると教え、そのためには彼らの罪を公に指摘することも辞さな
かったのです。

この批判は、最終的にヨハネの逮捕と処刑につながりました。ヘロデアはヨハネの非難に腹を立て、彼を取り除
く機会をうかがっていました。ヨハネの処刑は、ヘロデアによる長期にわたる計画と、ヘロデの誕生日の宴会で
のサロメの踊りによって実現しました。ヨハネは自分の信念に忠実であり続け、不正を非難する彼の使命に対す
る彼の献身が彼の命を犠牲にすることになったのです。

 エリアの時代とヨハネの時代に類似性があるということですよね？  

エリヤ（エリア）の時代とバプテスマのヨハネの時代には、確かに類似性があります。これら二人の預言者は、
異なる時代に生きていましたが、彼らが直面した社会的および宗教的な状況は、いくつかの重要な点で共通して
います。以下に、それらの共通点を挙げてみましょう。

1. 異教の崇拝との闘い: エリヤは、イスラエル王アハブと王妃イゼベルによって推進されたバアル崇拝と闘い
ました。同様に、ヨハネは、ローマの支配とユダヤ地方の指導者たちが採用した異教的な風習や道徳的退
廃に対抗しました。

2. 道徳的・宗教的指導者としての役割: エリヤとヨハネは、それぞれの時代において道徳的および宗教的な指
導者として立ち上がりました。彼らは人々に悔い改めと神への回帰を呼びかけ、信仰を守ることの重要性
を説きました。

3. 権力者との対立: エリヤはイスラエルの王アハブと王妃イゼベルと対立し、ヨハネはヘロデとヘロデアと対
立しました。両方の預言者は、彼らの信念とメッセージのために権力者からの強い反発に直面しました。

4. 強い信念と犠牲: エリヤとヨハネは、自らの命を危険にさらしながらも、彼らのメッセージを伝え続けまし
た。ヨハネは最終的にその信念のために命を失いましたが、エリヤも多くの試練と迫害に直面しました。

これらの共通点は、神への深い信仰と、それを守り伝えるための不屈の精神を持つ預言者たちが、どのようにし
て彼らの時代において重要な役割を果たしたかを示しています。彼らは、信仰と道徳性の擁護者として、また、
不正や道徳的退廃に対して声を上げる勇気ある指導者として記憶されています。

 そのヨハネの弟子たちを譲り受けた主イエスは、当然、世の支配者に憎ま
れることになるのですね

 

はい、その通りです。バプテスマのヨハネの弟子たちがイエス・キリストに従うようになったこと、そしてイエ
ス自身の教えと行動が、世の支配者たちや当時の宗教的権威に憎まれ、最終的に彼の逮捕と処刑につながる一因
となりました。イエスのメッセージは、愛、慈悲、公正を中心に展開され、当時の社会的、宗教的秩序に挑戦し
ました。以下に、イエスが世の支配者や宗教的指導者から憎まれることになった理由をいくつか挙げます。

1. 社会的および宗教的権威への挑戦: イエスは、ファリサイ派やサドカイ派など、当時のユダヤ教の宗教的指
導者たちによる偽善や権力の乱用を公然と非難しました。彼の教えは、人々を神の愛と慈悲へと導くこと
に重点を置き、外見上の宗教的実践よりも心の純真さを重視しました。

2. 平和と愛のメッセージ: イエスの平和と愛に基づくメッセージは、ローマ帝国のような軍事的、政治的支配
に依存する世界秩序に対する間接的な挑戦と見なされました。イエスは、敵を愛し、報復ではなく赦しを
説きました。

3. 人々の支持を集めたこと: イエスは奇跡を行い、貧しい人々や社会の縁辺にいる人々を受け入れることで、
大きな人気を博しました。これが、既存の宗教的・政治的権威に脅威と見なされた理由の一つです。



4. メシアとしての主張: イエスがメシア、すなわち救世主として自らを提示したことは、ユダヤ教指導者たち
にとって脅威であり、ローマの支配に対する政治的挑戦としても解釈されました。

これらの要因が複合的に作用し、イエスは最終的にローマの支配者とユダヤの宗教指導者たちによって十字架に
つけられました。しかし、彼の死と復活の物語はキリスト教の中心的な教えとなり、彼のメッセージは今日も世
界中で共鳴し続けています。イエスの生涯と教えは、権力に対する究極の勝利として解釈され、信仰、希望、愛
の力を象徴しています。

 当時のガリラヤは、ヘロデの支配下ではないのですよね？  

はい、正確に言うと、イエス・キリストが活動していた時期のガリラヤは、ヘロデ大王の息子であるヘロデ・ア
ンティパスの支配下にありました。ヘロデ大王の死後、その領土は彼の三人の息子たちに分割され、それぞれが
異なる地域を統治するようになりました。

ヘロデ・アンティパスはガリラヤとペレアを支配し、彼は「四分統治者」（テトラルク）として知られて
いました。イエスの公の活動の多くは、ヘロデ・アンティパスの支配するガリラヤで行われました。
ヘロデ・フィリップスは、イタリアやトラコニティスなどの地域を統治しました。
ヘロデ・アルケラオスはユダヤ、サマリア、イドマヤを統治しましたが、彼の統治はローマによって承認さ
れず、後に彼は追放されました。

ヘロデ・アンティパスは、バプテスマのヨハネを投獄し、後に処刑したことで知られています。ヨハネがアン
ティパスの妻ヘロデア（彼の兄弟フィリップスの元妻）との結婚を公然と非難したためです。また、イエスにつ
いても聞いており、彼の奇跡に興味を持ちながらも、イエスや彼の活動を疑う姿勢を示していました。

イエスの処刑時、彼はエルサレムにおり、これはユダヤ地方に当たります。その地域は当時、ローマの直接統治
下にあり、ポンティウス・ピラトスが総督として統治していました。ガリラヤにおけるヘロデ・アンティパスの
支配とは別に、イエスの逮捕と処刑は、ユダヤの宗教指導者たちとローマ当局との間で行われました。
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